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今月の俳句(町島口俳句大会入選作品より)

８月２１日の夕方から２２日午前にかけて、井之川集落の伝統行事「浜下り」が行われ、夜を徹して県指定
の無形民俗文化財の「夏目踊り」で家々を回りました。

どんどん祭り写真特集　　Ｐ２～Ｐ３

まちの話題　　　　　　　Ｐ４～Ｐ５

教育委員会だより　　　　　　　Ｐ６

まちの話題　　　　　　　Ｐ７～Ｐ11

戸籍の窓　　　　　　　　　　　Ｐ12

あじゃとあま　きゅうのしぎゅと
ぅ　だりたんぎゃ
「おとうさん、おかあさん、今日のお仕事疲れたでし

ょう。」

（小学校高学年の部入選：地久里　拓海）

今月の主な内容
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第
29
回
徳
之
島
町

　
　
ど
ん
ど
ん
祭
り
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８
日
　
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
（
花
徳
里
久
浜
）

　
ボ
デ
ィ
ボ
ー
ド
　
本
橋
し
の
ぶ

　
サ
ー
フ
ィ
ン

　
レ
デ
ィ
ス
の
部
　
下
島
智
美

　
ビ
ギ
ナ
ー
の
部
　
春
野
遼
平

　
オ
ー
プ
ン
の
部
　
浜
崎
亮
平

　
シ
ニ
ア
の
部
　
　
嘉
隆
光

　
マ
ス
タ
ー
の
部
　
西
村
元
信

　
ベ
ス
ト
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
賞
　
荒
井
雄
輝

14
日
　
相
撲
大
会
（
町
相
撲
場
）
※
団
体
結
果
の
み

　
小
学
校
低
学
年
の
部

　
①
亀
津
Ａ
　
②
亀
津
Ｂ
　
③
亀
津
Ｃ

　
小
学
校
高
学
年
の
部

　
①
亀
津
　
②
亀
津
柔
道
　
③
亀
徳
Ａ

14
日
　
パ
レ
ー
ド
（
ワ
イ
ド
通
り
）

　
優
勝
　
母
間
校
区
振
興
会

　
二
位
　
南
西
糖
業

　
三
位
　
花
徳
校
区

　
審
査
員
特
別
賞
　
わ
れ
ん
き
ゃ
歯
っ
ぴ
い
ク
ラ
ブ

22
日
　
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会

　
優
勝
　
徳
高
Ａ

　
二
位
　B

la
c
k
 fa
m
ily

　
三
位
　
き
ゅ
ら
し
ま
館

　
　
　
　
チ
ー
ム
徳
明

29
日
　
ハ
レ
ー
舟
大
会
（
山
漁
港
）

　
優
勝
　
富
田
電
器
と
天
城
町
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

　
二
位
　
金
見
青
年
会

　
三
位
　
轟
木
青
年
団

　
最
速
賞
　
双
葉
運
送

　
審
査
員
特
別
賞
　
徳
州
会
・
中
区
レ
デ
ィ
ー
ス

31
日
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
母
間
港
多
目
的
広
場
）

　
①
亀
徳
Ｂ
　
②
井
之
川
　
③
花
徳

競
技
・
大
会
結
果

写
真
特
集

８
日
　
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
／14
日
　
相
撲
大
会
・
パ
レ
ー
ド
・

の
ど
自
慢
・
演
芸
大
会
・
花
火
大
会
／22
日
　
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

大
会
／
29
日
ハ
レ
ー
舟
大
会
／31
日
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
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まちの話題

　
８
月
22
日
、
亀
徳
集
落
で
、
毎
年
恒
例

の
「
ネ
ン
ケ
（
水
掛
け
）
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
「
ネ
ン
ケ
」
は
浜
下
り
の
一
環
と

し
て
、
毎
年
お
盆
明
け
の
日
曜
日
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
午
前
11
時
の
「
ネ
ン
ケ
」
の
合
図
を
皮

切
り
に
、
12
時
ま
で
の
１
時
間
、
亀
徳
の

通
り
で
は
、
手
に
洗
面
器
や
バ
ケ
ツ
を
持

っ
た
人
た
ち
の
水
を
掛
け
合
う
歓
声
で
あ

ふ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
ネ
ン
ケ
」
は
、
本
来
は
農
耕
儀

礼
や
若
い
男
女
の
意
思
表
示
に
利
用
さ
れ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
水
を
掛

け
合
う
こ
と
で
厄
を
払
い
、
無
病
息
災
を

祈
る
意
味
合
い
が
強
い
よ
う
で
す
。

　
秋
の
叙
勲
で
徳
之
島
町
亀
津
の
故
　
勝

友
秀
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

の
栄
誉
に
輝
き
、
８
月
12
日
、
役
場
町
長

室
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
勝
さ
ん
は
轟
木
の
出
身
で
、
神
之
嶺
小

学
校
教
頭
、
天
城
町
立
岡
前
小
学
校
長
な

ど
を
歴
任
し
、
「
永
年
に
わ
た
る
教
育
職

員
と
し
て
鹿
児
島
県
の
初
等
教
育
の
研
鑽

研
究
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
方
教
育
行

政
職
と
し
て
、
社
会
学
習
の
推
進
に
尽
力

し
た
」
業
績
を
認
め
ら
れ
て
の
叙
勲
と
な

り
ま
し
た
。

　
伝
達
式
に
は
、
娘
の
彌
生
さ
ん
が
出
席

し
て
高
岡
町
長
よ
り
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

　
叙
勲
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

　
８
月
21
日
か
ら
22
日
朝
に
か
け
て
、
井

之
川
集
落
で
浜
下
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
22
日
夕
方
か
ら
、
一
重
一
瓶
を
携
え
、

海
岸
に
作
ら
れ
た
「
ヤ
ド
ゥ
イ
」
に
親
戚

一
同
が
集
い
祖
先
の
霊
を
慰
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
夜
11
時
ご
ろ
か
ら
、
太
鼓
の
音

を
合
図
に
「
宝
島
」
「
伊
宝
」
「
佐
渡
」

の
地
区
ご
と
に
、
県
の
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
の
「
夏
目
踊
り
」
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

　
太
鼓
を
持
っ
た
人
を
中
心
に
「
あ
っ
た

ら
７
月
」
「
て
ん
だ
ら
こ
」
な
ど
を
歌
い

踊
り
、
各
家
々
を
回
り
ま
し
た
。
朝
ま
で

太
鼓
の
音
が
鳴
り
響
き
、
井
之
川
集
落
は

帰
省
客
や
観
光
客
で
大
賑
わ
い
で
し
た
。

　
平
成
22
年
度
移
動
消
費
者
生
活
講
座
が

８
月
26
日
、
役
場
第
４
会
議
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
講
座
に
は
、
約
40
人
が
出
席
。

講
師
に
キ
ュ
ー
ピ
ー
株
式
会
社
研
究
所
犬

飼
進
農
学
博
士
を
迎
え
、
「
楽
し
く
食
べ

て
、
健
康
に
！
」
を
演
題
に
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
「
健
康
で
長
生
き
す
る
た

め
に
は
、
骨
の
健
康
が
重
要
。
そ
の
為
に

は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と
一
緒

に
摂
取
す
る
こ
と
が
効
果
的
」
な
ど
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。

　
出
席
者
は
メ
モ
を
取
る
な
ど
し
て
熱
心

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

無病息災を祈り水を掛け合う

伝達を受けた勝彌生さん

夜通し太鼓の音が鳴り響く

健康についてわかりやすく講演

亀
徳
「
ネ
ン
ケ
」

井
之
川
「
浜
下
り
」

健
康
の
基
本
は
骨

瑞
宝
双
光
章
伝
達
式

亀
徳
「
ネ
ン
ケ
」

瑞
宝
双
光
章
伝
達
式

井
之
川
「
浜
下
り
」

健
康
の
基
本
は
骨
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まちの話題

　
来
年
の
３
月
18
日
か
ら
５
月
22
日
ま
で
、

鹿
児
島
市
の
吉
野
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
、

鹿
児
島
ふ
れ
あ
い
ア
イ
ラ
ン
ド
を
サ
ブ
会

場
に
開
催
さ
れ
る
「
第
28
回
全
国
都
市
緑

化
か
ご
し
ま
フ
ェ
ア
　
花
か
ご
し
ま
２
０

１
１
」
の
Ｐ
Ｒ
隊
が
８
月
30
日
、
町
役
場

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｒ
に
は
、
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
ぐ
り
ぶ
ー
」
を
は
じ
め
、
フ

ラ
ワ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
か
ご
し
ま
、
森
園
都

市
緑
化
フ
ェ
ア
推
進
室
長
が
出
席
し
、
古

賀
副
町
長
へ
伊
藤
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
伝
達
と
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
の
贈
呈
を
行
い
ま

し
た
。

　
第
37
回
大
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交

歓
大
会
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
８
月

28
日
、
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
大
会
に
は
大
島
郡
内
の
地
区
予
選
を
勝

ち
上
が
っ
た
13
チ
ー
ム
が
参
加
。
駆
け
付

け
た
保
護
者
や
観
客
ら
の
声
援
を
背
に
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
徳
之
島
町
か
ら
出
場
し
た
亀
徳
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
は
、
決
勝
で
笠
利
チ
ー
ム
に
敗

れ
、
惜
し
く
も
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
が
、

12
月
19
日
に
姶
良
市
で
開
催
さ
れ
る
県
大

会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
笠
利
　
②
亀
徳
　
③
面
縄
・
宇
宿

　

　
手
々
集
落
の
伝
統
芸
能
「
手
々
む
ち
た

ぼ
り
」
が
８
月
15
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
６
時
ご
ろ
か
ら
、
手
々
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
に
よ
る
踊
り
が
集
落
内
の
家

々
を
訪
問
し
、
午
後
８
時
過
ぎ
か
ら
は
、

一
般
の
踊
り
連
が
、
殿
地
と
呼
ば
れ
る
井

上
キ
ク
エ
さ
ん
宅
を
皮
切
り
に
６
件
の
家

々
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
む
ち
た
ぼ
り
」
は
町
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
豊
作
祈
願
の
一

種
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
白
い
布
を
頭
か
ら

か
ぶ
り
扇
子
と
棒
を
手
に
し
た
男
性
陣
と
、

浴
衣
姿
の
女
性
陣
が
、
踊
る
様
子
が
幻
想

的
で
、
毎
年
島
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

ＰＲ隊のみなさん

華麗にアタック

月明かりの下幻想的な踊りを披露

　
学
童
保
育
「
に
こ
に
こ
キ
ッ
ズ
」
が
８

月
22
日
、
畦
プ
リ
ン
ス
ビ
ー
チ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
清
掃
は
、
同
団
体
恒
例
の
親
睦

会
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
園
児

や
児
童
、
保
護
者
ら
約
40
人
が
参
加
。
約

１
時
間
に
わ
た
り
、
海
岸
沿
い
や
施
設
内

の
ご
み
拾
い
に
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　
清
掃
終
了
後
に
は
、
海
遊
び
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
、
音
楽
鑑
賞
で
親
睦
を
深
め
、
夏

の
楽
し
い
思
い
出
作
り
を
し
た
よ
う
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
に
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ボランティア清掃に参加された皆さん

花
か
ご
し
ま
フ
ェ
ア
を
Ｐ
Ｒ

熱

戦

を

展

開

伝
統
の
手

「々
む
ち
た
ぼ
り
」

畦
の
ビ
ー
チ
を
清
掃

花
か
ご
し
ま
フ
ェ
ア
を
Ｐ
Ｒ

熱

戦

を

展

開

伝
統
の
手

「々
む
ち
た
ぼ
り
」

畦
の
ビ
ー
チ
を
清
掃
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１　県民週間の趣旨
　　毎年，１１月１日から７日の１週間は「かごしまの教育　県民週間」となっております。
　　これは鹿児島県一斉に行っている行事で，この期間（前後３週間程度を含む）に実施される学校開
　放の行事等に，保護者をはじめ地域の多くの方々が参加し，学校や子どもの様子を見ることにより，
　地域の学校や教育について考えていただこうとする趣旨のもとに行っているものです。
２　学校の授業参観への御案内
　　昨年度は，新型インフルエンザの影響で例年より少なかったのですが，この期間に延べ３７６３人
　の方々がそれぞれの町内の幼稚園，小学校，中学校，教育委員会の催しに参加していただきました。
　今年度は，ぜひ子どもたちの期間内の授業参観にも多数参加してくださるようよろしくお願いいたし
　ます。各学校では，心の教育として，道徳の授業なども計画してる学校もあります。今年度の催しの
　詳細は，各学校へお問い合わせください。
３　町内全小，中学校参加行事の御案内
　　町教育委員会主催の催しは以下のとおりです。ぜひ，お越しいただき，子どもたちや先生方の頑張
　りをご覧ください。
　○　小学校陸上記録会（小学校のみ）
   　　　（日時）１０月１４日（木）１３：１５～１６：００（予定）
   　　　（場所）徳之島町健康の森総合運動公園陸上競技場
   　　　（内容）・各小学校の代表（５，６年生）がトラックやフィールド競技で競います。
　○　徳之島町小，中学校音楽発表会
  　　　 （日時）１１月　９日（火）１３：３０～１６：２０（予定）
  　　　 （場所）徳之島町文化会館
   　　　（内容）・それぞれの学校のよさや特色を生かした楽しい音楽の発表会です。
　○　中学校弁論・英語暗唱大会（中学校のみ）（予定）
   　　　（日時）１１月１６日（火）１４：００～１６：１０
   　　　（場所）徳之島町文化会館
   　　　（内容）・各中学校の代表が「弁論の部」「英語暗唱の部」で学習の成果を発表します。

　本校では，学力向上に取り組むとともに，感動体験の充実にも努めています。

　今年度は，音楽鑑賞会に歌手の森圭一郎さん，「協力隊ＯＢ・留学生が先生」授業にインドネシア出

身のプルナマワティさん（鹿児島大学大学院３年生），夏休み中のＰＴＡ主催サマーコンサートにチェ

ロ奏者の有村航平さん・和太鼓奏者の佐賀宏史さん・島唄唄者永　志保さん（奄美民謡大賞受賞者）・

歌手の宮井紀行さんを招待して，音楽鑑賞や国際交流を通して感動を深めました。

　丁寧な文字でびっしりと書き込まれた生徒の感想文からは，心からの感動の様子がうかがえました。

「百聞は一見に如かず」とよく言われますが，自分の耳で目で直接触れると，感動は一層強くなります。

今後も，感動こそヤル気の原動力ととらえて，本物との触れ合いを大切にしていきます

教育委員会だより

「むうる　もうちたぼれ　オープンスクール」のお知らせ

才能は，感動の量で決まる！
徳之島町立東天城中学校

「協力隊ＯＢ・留学生が先生」 ＰＴＡサマーコンサート 音楽鑑賞会
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★
ご
存
知
で
し
ょ
う
か

○
納
税
義
務
者
（
土
地
・
家
屋
の

所
有
者
）
）
が
死
亡
さ
れ
た
場
合

　
法
的
な
相
続
手
続
き
が
必
要
で

す
。
相
続
が
済
む
ま
で
は
、
相
続

人
全
員
の
共
有
状
態
に
置
か
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
納
税
通
知
書
等

を
受
領
す
る
『
代
表
相
続
人
』
と

し
て
、
相
続
人
の
中
で
代
表
者
を

指
定
し
て
い
た
だ
く
手
続
き
を
と

り
ま
す
。
（
届
出
用
紙
は
税
務
課

に
あ
り
ま
す
。
）

※
『
代
表
相
続
人
』
と
な
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
納
税
上
の
全
負
担

を
負
う
と
か
、
そ
の
方
が
一
人
で

土
地
・
家
屋
を
相
続
し
た
と
い
う

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
（
地
方
税
法
　
第

９
条
２
項
）

○
家
屋
滅
失
届
へ

　
建
て
替
え
や
、
家
屋
の
老
朽
化

に
よ
り
取
り
壊
し
を
し
た
時
は

「
家
屋
滅
失
届
け
」
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。
（
用
紙
は
税
務
課

に
あ
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先

徳
之
島
町
税
務
課
（
内
線
１
４
１
）

　
８
２
‐
１
１
１
１

～
笑
顔
咲
く
　
未
来
の
種
を
　
そ

の
土
地
に
～

届
出
制
の
な
い
土
地
取
引
は
違
法

で
す
。

　
そ
こ
で
国
土
計
画
法
の
概
要
を

Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
１
．
国
土
計
画
法
の
届
出
制
と

は
な
ん
で
す
か
？

Ａ
．
大
規
模
な
土
地
取
引
に
つ
い

て
届
出
制
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ

の
届
出
制
は
、
平
成
10
年
９
月
に

制
度
が
変
更
さ
れ
、
原
則
と
し
て
、

事
後
届
出
制
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
２
．
届
け
出
の
必
要
な
土
地
取

引
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ

い
て
、
土
地
に
関
す
る
権
利
の
移

転
ま
た
は
設
定
す
る
契
約
（
土
地

売
買
の
契
約
）
し
た
場
合
に
、
届

出
が
必
要
で
す
。

◆
都
市
計
画
区
域
（
徳
之
島
町
で

は
、
亀
津
・
亀
徳
の
一
部
）

５
，
０
０
０
㎡
以
上

◆
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

１
０
，
０
０
０
㎡
以
上

Ｑ
３
．
届
け
出
は
誰
が
行
う
の
で

す
か
？
　
ま
た
、
ど
こ
へ
行
け
ば

よ
い
の
で
す
か
？

Ａ
．
届
出
者
は
、
土
地
の
取
得
者

（
買
主
）
で
す
。
届
出
は
、
契
約

（
予
約
を
含
む
）
を
締
結
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以
内
（
契

約
締
結
日
を
含
み
ま
す
）
に
、
土

地
の
所
有
す
る
町
役
場
の
国
土
計

画
法
担
当
窓
口
に
届
け
て
く
だ
さ

い
。

Ｑ
４
．
届
出
を
し
な
い
と
ど
う
な

り
ま
す
か
？

Ａ
．
法
律
で
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
企
画
部
地
域
政
策
課

土
地
対
策
係

　
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
４
３
８

徳
之
島
町
企
画
課
（
内
線
２
２
２
）

　
８
２
‐
１
１
１
１

　
奄
美
大
島
年
金
事
務
所
か
ら
職

員
が
来
て
、
年
金
に
つ
い
て
直
接

相
談
が
で
き
ま
す
。

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
障
害

年
金
な
ど
に
つ
い
て
こ
の
機
会
を

利
用
し
て
自
分
や
家
族
の
年
金
の

事
を
尋
ね
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

平
成
22
年
11
月
10
日
（
水
）

９
時
～
14
時

■
場
所

亀
津
南
区
会
館

■
問
い
合
わ
せ
先

徳
之
島
町
住
民
生
活
課

　
８
２
‐
１
１
１
１

（
内
線
１
２
１
）

　
鹿
児
島
県
大
島
支
庁
で
は
、
自

動
車
税
等
の
県
税
を
ま
だ
納
付
し

て
い
な
い
方
を
対
象
と
し
て
次
の

日
程
で
、
集
合
徴
収
及
び
納
税
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
だ
、
県
税
の
納
付
が
お
済
み

で
な
い
方
は
、
指
定
さ
れ
た
日
に

必
ず
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
は
、
県
税
に
関
す

る
一
般
の
質
問
も
お
受
け
し
ま
す
。

■
日
時

平
成
22
年
10
月
18
日
（
月
）

（
13
時
～
17
時)

平
成
22
年
10
月
19
日
（
火
）

（
９
時
～
12
時)

平
成
22
年
10
月
22
日
（
金
）

（
９
時
～
12
時)

■
場
所

徳
之
島
合
庁
１
階
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先

県
大
島
支
庁
県
税
課
徳
之
島
駐
在

　
８
２
‐
４
８
１
０

お
知
ら
せ

　
コ
ー
ナ
ー

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

10
月
は
土
地
月
間
で
す

年
金
相
談
を
行
い
ま
す

県
税
集
合
徴
収
及
び
納
税

相
談
の
お
知
ら
せ
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　徳之島３町で構成する徳之島愛ランド広域連合クリーンセンターが稼働して８年目に入りました。
　日頃より各町民の皆様には、ごみの分別（燃やせるゴミ・燃やせないごみ・資源ごみ・粗大ごみ等）に
ご協力を賜り厚くお礼申しあげます。

　最近、燃やせるごみの中に空き缶・鉄くず等の不燃物の混入が多く、焼却炉が運転できない事

態が発生し、多大な修繕費の支出で施設の維持管理に支障をきたしている状況です。

　そこで、今一度各家庭に配布されております「家庭ごみの分け方・出し方ガイド」をご確認いただき、
それぞれのごみを分別の上、各町で指定されたごみの収集日に指定袋に入れ、氏名を記入して出されるよ
うお願いいたします。

なお、クリーンセンターへのごみの搬入時間は、　午前８時３０分～午後４時３０分

までとなっております。搬入時間を過ぎますとセンター内への入場をお断りさせていただいておりますの
で、個人でごみを持ち込む場合は「時間厳守」でお願いいたします。

【問い合わせ先】徳之島愛ランド広域連合　クリーンセンター　　８１－７１８０

「クーリング・オフ」って何？
　特定商取引法やその他の法律に定められた消費者を守る特別な制度です。（契約の仕方により、一定期
間であれば無条件で一方的に契約を解除できる制度）

「クーリング・オフ」ができる期間

※通信販売には「クーリング・オフ」制度はありません
※３，０００円未満の現金取引、自動車販売、自動車リースなど「クーリング・オフ」できないものも
　ありますのでご注意ください。

　「高齢者を狙う詐欺の手口と撃退法が知りたい。」「食品表示はどう見るの？」など本当は聞いてみた
かったことってありませんか？そんな時・・・・・・・
　職場や地域・ＰＴＡの勉強会に、友達や仲間との集まりに、専門の講習を受けた消費生活相談員が直接
出向き、ちょっとした知識を皆さんにもおすそ分けいたします。出前講座は一人からでもいたしますので、
お気軽にご利用ください。

【出前講座の申し込み先】　徳之島町企画課　　８２－１１１１　（内線２２２または３１１）

徳之島愛ランドクリーンセンターからのお知らせとお願い

かしこい消費者になる講座（その３）

いざという時の「クーリング・オフ」

消費生活出前講座いたします

困った時は

すぐ相談
消費者ホットライン　　　　０５７０－０６４－３７０

徳之島町消費生活相談室　　８２－１１１１（内線３１１・２２２）

急告

訪問販売（キャッチセールス、アポイントメントセールス等）

８日間

２０日間

電話勧誘販売

特定継続役務提供（エステ、語学教室等）

連鎖販売取引（マルチ商法）

業務連携誘引販売取引（内職商法、モニター商法）

覚えておくと
便利です！

-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・

-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・

-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・

-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・

８日間

２０日間
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　奄美野生生物保護センターには、毎年多くのアマミノクロウサギの

死体情報が寄せられ、その数は年々増加しています。解剖などから、

その1/4が交通事故死と判断されました。また、原因不明とされてい

るものの半数以上も交通事故によって死んだ可能性があります。

☆毎年９月から12月頃にかけて事故発生数が増加します。

☆夜間の林道は20km/h以下で運転するよう心がけましょう。

　※ケガをしていたり、死んでいるアマミノクロウサギを発見したらご連絡をお願いします！　

《奄美野生生物保護センター：0997-55-8620》

【実証ほ場の設置・運営（全額国費）】

◎実証ほ場の目的
　放棄地を再生した農地で新規作物の試験栽培、省力営農の施行の実

施・結果を検証、その成果をモデル展示し、成果を周辺に波及ＰＲする。

◎実証ほ場設置・運営のための条件

　条件１．土地所有者にかわり、耕作できる者（認定農業者・担い手

　　　　　等）がいること。

　条件２．管理・運営は協議会等が行い、ご理解いただける方

　条件３．農振農用地内

　条件４．原則、町内・１か所限り設置（応募者多数の場合は抽選）

　条件５．客土や区画整理、農業集落排水の新設を必要としないこと

　条件６．面積３０ａ～１ｈａ程度

　条件７．実証期間に売上等が出た場合、基金へ繰り入れる事

　条件８．農業用施設（ハウス）は支援対象としない

　※この他にも条件等がありますので、詳しくは下記までお問い合わ

　せください。

【問い合わせ先】徳之島町農政課　　８２－１１１１（内線２４４）

　サトウキビの機能性や
栄養学について講演会を
開催します。入場は無料
ですので皆さんふるって
ご参加ください！

■日時：１０月１３日（水）

　　　　午後６時３０分～

■場所：徳之島町生涯学習セ

　　　　ンターホール

■講師：尚　弘子
（琉球大学名誉教授・元沖縄

　副知事）

■講師：高村　善雄

（㈱沖縄さとうきび機能研究

　所・もったいないバイオ㈱）

【問い合わせ先】

ヘルシーブランド事業推進協

議会（町農政課内）

　８２－１１１１（内線245）

道路上のアマミノクロウサギに気をつけて！

農政課からのお知らせ

耕作放棄地再生事業について

～講演会のお知らせ～

しょう ひろこ

たかむら よしお

農政課からのお知らせ

交通事故
24％

犬ねこに
よる被害
12％

原因不明・
その他
64％

今からの

時期、

特に注意

が必要！



１０

お手元に、まだ調査票をお持ちの方は、ご記入をおねがいいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査員が回収に伺います。

調査票が、まだ配布されていない方は、役場企画課にご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査員が配布に伺います。

※　留守がちな方。しばらく留守にしている方など、調査員が訪問してもなかなかお会いで

　きない方がいらっしゃいます。お心当たりの方は役場企画課にご連絡ください。

　統計法による調査には「調査票に記入・提出する義務」があります。正確な調査結果を得

るためには必要なことですので、皆さまのご理解と調査票への記入をお願いします。

前回までは、われんきゃ歯っぴいクラブの各チームの紹介とむし歯予防のポイントを紹介しました。

今回は、８月に行われましたどんどんまつりでのわれんきゃ歯っぴいクラブの様子をご紹介いたします。

「５歳児のむし歯を　めざせ1.5本に！！」の声かけに、沿道のみなさんからも大きなご声援をいただき
元気がでました。ありがとうございました。

　歯っぴいみこしを先頭に、ハブラシ、コップを両手に、腰には

歯っぴい隊やレンジャー隊のうちわを差し、踊り隊が続きました。

　踊り隊の　　「へらそうむし歯！！」

　　　　　　　「５歳児のむし歯を　めざせ1.5本に！！」

という音頭で、誰ひとり熱中症にかかることもなく、最後ま

で元気にパレードに参加し、審査員特別賞をいただきました。

総務省統計局

町民の皆さま、ただ今国勢調査を実施しています。

調査票への記入は　もうお済みですか？

【問い合わせ先】徳之島町企画課　　８２－１１１１（内線２２２）

われんきゃ歯っぴいクラブ通信

１０月の歯科相談日は
１０月２１日（木）　１３時３０分から　保健センターにて
（妊婦さん、幼児、一般の方）
・３か月以上歯科検診、フッ素塗布を受けていない方
・歯科相談のある方・・・お越しください！！

【問い合わせ先】　われんきゃ歯っぴいクラブ事務局（町保健センター内）　　８３－３１２１

われんきゃ歯っぴいクラブ通信
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